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道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、  明るく健康で、活力ある村をつくります。

住んでみたい村住んでよかった村の実現 12



（2）平成 29年 12月１日

　10 月 21 日（土）やまゆりセンターにおいて、第３回健康まつりを開催いたしました。

　「知ろう！自分の体のこと　考えよう！生活習慣」のスローガンのもと秋健診受診者への結果説明

会のほか、むし歯ゼロ表彰、健康度測定体験や食生活改善推進員会による食体験などを行いました。

参加者の皆様には「聞いて・見て・体験して」健康について考えていただくことが出来ました。今後

も健康な体を守るため、薄味の食事や適度な運動に心がけましょう！！

健康まつり健康まつり第３回

○歯科医師からのお話○

道志村歯科診療所の水越三弘医師から

「歯とメタボの関係」について

お話がありました。

○３歳児むし歯ゼロ表彰○

昨年度の３歳児健診でむし歯の

なかった児童への表彰が行われました。

○ 8020 表彰○

今年度のいきいき健康村どうし健診において、80 歳以上で

自歯が 20 本以上残っている方への表彰が行われました。

　横井　惠子　さん（23 本）（都合により当日は欠席）

○健康度測定体験○

血管年齢測定やストレスチェックなど

納得！驚き！いろんな結果が見られ、

盛り上がりました。

○秋健診結果説明会○

健診を受けたら、しっかり結果に目を通し、

自分の体の事を知りましょう！

○食体験○

醤油スプレーを使うとかけすぎない！

を体験しました。

佐藤　風花　ちゃん

千々輪行史　くん

水越　丈晴　くん

水越　大翔　くん

池谷　紗南　ちゃん（都合により当日は欠席）
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平成 29 年秋の叙勲　長田達義氏（西和出村地区）が受章

おめでとうございます

　平成 29 年秋の叙勲受章者が、11 月 3 日
付け発令となり、西和出村地区の長田達義
さんが「瑞宝単光章」を受章されました。
11 月 7 日に山梨県知事より伝達され、11
月 14 日には皇居にて天皇陛下に拝謁の栄を
受けました。
　長田さんは、昭和 46年に消防団に入団し、
以来長きに渡り熱い消防精神を持って昼夜
を問わず地域住民の安全確保に努め、率先
的に消防の使命達成に尽力しました。この
活動が多くの団員からの信頼を得るに至り、
平成11年4月に消防団長に推挙されました。
　団長就任後は、積極的に団員相互の協調
と連携を図り、団員の資質の向上、消防機
械器具の拡充整備にあたるとともに、地域
住民の防災意識の普及、啓発活動に努める
など、道志村消防団の発展に大きく貢献し
た幾多の功績が認められ、秋の叙勲におい
て瑞宝単光章の栄誉に輝きました。
　受章おめでとうございます。

　11月 22 日、道志村内において、
先の大戦で亡くなられた戦没者の
霊を偲び、遺族を慰め、恒久の平
和を祈念することを目的として、
慰霊祭が厳粛に挙行されました。
　式には、遺族会員や来賓など 20
名が出席し、全員で黙祷をささげ、
105 柱の御霊に対してご冥福を祈
りました。

　終戦から 72年もの歳月が経ち、戦争の惨禍の記憶が風化しつつあることから、戦争の悲惨さや平
和の尊さを広く語り継いでいき、故郷道志村の繁栄と平和への誓いを新たにしました。

道志村戦没者慰霊祭が行われました
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「特設人権相談所」を開設いたします

　　

国民健康保険証または後期高齢者医療保険証を
お持ちの方で介護サービスを利用している世帯
にお知らせです

　医療（国民健康保険または後期高齢者保険）と介護の両方のサービスを利用している世帯の
負担を軽減するために、『高額医療・高額介護合算療養費制度』があります。
　一年間（平成 28年 8月 1日～平成 29年 7月 31日）に支払った医療保険と介護保険の自己
負担額を合計し、基準額を超えた金額を高額介護合算療養費として支給します。
　平成 30年 1月上旬から中旬の間に、支給の対象となる被保険者の方に『高額医療・高額介
護合算療養費勧奨通知』が発送されます。

申請に必要な書類
下記の書類を持参のうえ、平成 29年 7月 31日に住所のあった市町村医療保険窓口にて申請
をしてください。

　医療分については、国民健康保険者は村から、後期高齢保険者は山梨県後期高齢者医療広域
連合から支給されます。申請から支給までは 2～ 3ヶ月ほどかかります。
　介護分の支給については、医療分支給決定後に、介護保険担当から支給されます。
　申請の時効は、勧奨通知がお手元に届いてから 2年間です。お忘れがないよう早期の提出を
お願いいたします。

　12月 4日（月）から同月10日（日）までの1週間は「第69回人権週間」
です。人権問題でお困りの方は、お気軽に最寄りの法務局又は人権擁護
委員にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守します。
※人権擁護委員 3名が対応いたします。
　日　時：12月 4日（月）10時から 12時まで
　場　所：やまゆりセンター１階会議室

支給基準
・計算対象期間は、8月 1日～翌年 7月 31 日までの 1年間
・医療保険と介護保険の両方に自己負担額があり自己負担額の合計が基準額を超えた世帯
・高額療養費または高額介護サービス費として支給された金額は、自己負担額から差し引
いて計算します。

□ 郵送された申請書　　□ 振込先の口座がわかる通帳　　□ 印鑑
□ マイナンバーカード（通知カードまたは個人番号カード）　□ 身分が確認できるもの（運転免許証など）

　住民健康課　☎  52 － 2113問い合わせ

道志村・山梨県人権啓発ネットワーク協議会
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平成 29年度  道志村職員採用試験案内

職　　種 試験
区分 受　験　資　格 採　　用

予定者数

事務職 Ⅰ
・昭和 54 年 4月 2日から平成 8年 4月 1日までに生まれた者
・大学を卒業した者及び卒業見込みの者並びに同程度の学力を
有する者

Ⅰ・Ⅱの
区分の
いずれか
から
若干名事務職 Ⅱ

・昭和 54 年４月２日から平成 12 年 4月 1日までに生まれた者
・高校を卒業した者及び卒業見込みの者並びに同程度の学力を
有する者

保健師職
・昭和 57 年 4月 2日から平成 8年 4月 1日までに生まれた者
・保健師国家試験に合格し、保健師資格を有する者
（平成 30 年 3月末までに資格取得予定者も含む。）

１名

保育士職
・昭和 46 年 4月 2日から平成 10 年 4月 1日までに生まれた者
・保育士の資格を有し、保育士登録をしていること
（平成 30 年 3月末までに資格取得及び登録見込の場合も含む。）

１名

受付期間
※窓口受付　12 月 1日（金）～12 月 20 日（水）（土・日を除く）   
　　　　　　　    8 時 30 分～ 17 時 15 分まで
※インターネット受付　12 月 1日（金）0時～ 12 月 15 日（金）17 時 15 分まで
※郵送受付　12 月 20 日（水）の消印まで有効

試験案内 11 月 27 日（月）から役場窓口で交付を行います。
又は、道志村役場ホームページ（http://www.vill.doshi.lg.jp）に掲載しています。

事務職
（Ⅰ・Ⅱ）

試験日程

第１次
試験

日　　時　1月 28 日（日）8時 30 分受付　9時試験開始
場　　所　道志村役場　2階会議室
試験方法　教養試験、事務適性検査、一般性格診断検査

第２次
試験

※第 1次合格者のみ
2月下旬、道志村役場で実施予定
試験方法　論述試験、口述試験

保健師職
保育士職

試験日程

第 1次
試験

日　　時　1月 28 日（日）　12 時 30 分受付　13 時試験開始
場　　所　道志村役場　2階会議室　
試験方法　専門試験、事務適性検査、一般性格診断検査

第２次
試験

※第 1次合格者のみ
2月下旬、道志村役場で実施予定
試験方法　論述試験、口述試験

募集要件

次のいずれかに該当する者は、受験できません。
ア　日本の国籍を有しない者
イ　成年被後見人及び被保佐人（準禁治産者を含む。）
ウ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることが
　　できなくなるまでの者
エ　本村において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
オ　日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党
　　その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

問い合わせ 道志村役場総務課　☎ 52-2111 まで

村では、平成 30年４月１日採用の職員採用試験を次のとおり実施します。

【山梨県町村職員統一採用試験】
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平成 30 年度 道志村保育所入所児童を募集します

　住民健康課　☎  52 － 2113申請場所・問い合わせ

　村では平成 30年４月 1日から保育所を利用するお子さんを募集しています。つきましては、
申請期限までに必要な書類を記入の上、住民健康課まで提出ください。

１．保育所とは
　保護者が仕事をしている、病気を患っているなどのために、お子さんの保育が家庭で十分出
来ない児童を保護者にかわって集団で保育する場所です。
２．入所基準
　○就労………………家庭内外で１月につき 48時間以上就労していること。
　○妊娠・出産等……妊娠中、出産後間がないこと。
　○疾病・障害等……保護者の病気や負傷、または身体等に障害があること。
　○病人の看護等……家庭内に長期にわたる病人や、身体に障害のある人がいるため、保護者　　
　　　　　　　　　　がいつも看護に当たっていること。
　〇災害復旧…………震災、風水害等の災害の復旧に当たっていること。
　〇求職活動…………求職活動（起業活動を含む）を継続的に行っていること。
　〇就学………………就学や職業訓練等を行っていること。
　〇虐待のおそれ……虐待・ＤＶを受けているおそれがあること。
　〇育児休業…………育児休業取得時に既に保育を利用していること。
　○その他上記に類するような特別な状態であること。
３．入所期間
　　平成 30年４月１日～平成 31年 3月 31日
４．保育料
　　保育料は、平成 30年３月頃に決定する予定となっています。
５．申請期間

　　12 月１日（金）～ 12月 26 日（火）

６．申請に必要な書類
　〇支給認定 ( 変更 ) 申請書　（１枚）
　〇保育所入所申込書 　　　（１枚）
　〇入所児童健康申告書　（１枚）（入所したことがある場合は不要）
　○口座振替依頼書　（１枚）（入所したことがある場合は不要）
　○重要事項及び個人情報同意書（１枚）
　〇保育の必要性を証明するもの（父母１枚ずつ）
　（勤務・内職証明書、自営業証明書、保育の必要性の申立書）
　※申請書類は、住民健康課にあります。
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平成 30 年度　道志村学童保育所
通年入所児童を募集します

　村では平成 30年４月 1日から学童保育所を利用するお子さんを募集しています。つきまし
ては、申請期限までに必要な書類を記入の上、住民健康課まで提出ください。

１．学童保育とは
　小学校１年生～６年生までの両親が労働等により、児童の放課後や学校休業日に保育できな
い保護者に代わって集団で保育をする場所です。
２．入所対象児童及び定員
　小学校 1年生～小学校 6年生　40名程度
３．入所基準
○就労………………家庭内外で就労していること。
○妊娠・出産等……妊娠中、出産後間がないこと。
○疾病・障害等……保護者の病気や負傷、または身体等に障害があること。
○病人の看護等……家庭内に長期にわたる病人や、身体に障害のある人がいるため、保護者

がいつも看護に当たっていること。
〇災害復旧…………震災、風水害等の災害の復旧に当たっていること。
〇その他上記に類するような特別な状態であること。
４．入所期間　　平成 30年 4月１日～平成 31年 3月 31日
５．開所場所　新学童施設（道志小・中学校敷地内）
６．開所時間・休所日
・平日（学校登校日）…放課後～ 18時 00分（延長保育あり）
・学校休業日・長期休暇中…8時 30分～ 18時 00分（延長保育あり）
・休所日は土・日・祝日・お盆休み・年末年始等

７．保育料
　　月額 3,000 円（別途、おやつ代がかかります。）
８．申請期間　

　　12 月 1日（金）～ 12月 26 日 （火）

９．申請に必要な書類
〇学童保育所入所申請書　（１枚）
　〇保育ができないことを証明するもの　（保護者の事情に応じて父母１枚ずつ）
　　（勤務証明書、自営業証明書、保育に欠けることの申立書） 
〇誓約書　　　　　（１枚）
〇口座振替依頼書　（１枚）（入所したことがある場合は不要）
※申請書類一式は、住民健康課にてお渡しします。　　　　　　　　　

　住民健康課　☎  52 － 2113申請場所・問い合わせ
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入　札　結　果 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律第8条第1項に基づき入札結果を公表します。

 工事
工事
番号 工事名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

1 浄化槽 29-1 工事 ㈲佐藤設備 5,800,000 5,860,000 H29.5.27 ～ H29.8.31 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

2 道志小中学校グラウンド・
防球ネット整備工事 ㈲渡辺工務所 12,280,000 12,340,000 H29.5.27 ～ H29.8.31 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、

㈲渡辺工務所
5 村道戸渡～谷相線舗装改良工事 志村工業㈱ 16,550,000 16,690,000 H29.6.23 ～ H29.10.31 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所

6 林道戸渡線舗装工事 ㈲平賀興業 3,550,000
（不落随契） 3,550,000 H29.6.23 ～ H29.10.31 ㈲坂本建設、㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲

平賀興業
7 善之木水路改修工事 ㈲平賀興業 1,310,000 1,340,000 H29.6.23 ～ H29.9.29 ㈲坂本建設、㈲七里緑化、長田産業㈱、㈲平賀興業

10 浄化槽 29-2 工事 ㈲七里緑化 4,640,000 4,700,000 H29.7.29 ～ H29.10.31 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

11 長幡簡易水道第 2給水区給水管布設替工事 ㈲佐藤設備 5,270,000 5,550,000 H29.8.25 ～ H30.2.28 ㈲佐藤設備、長田産業㈱、三協設備㈱、宮
下設備工業㈱、㈲太田水道工務店

12 道志の湯ボイラー交換工事 長田産業㈱ 2,790,000 2,800,000 H29.8.25 ～ H29.11.30 ㈲佐藤設備、長田産業㈱、三協設備㈱、宮
下設備工業㈱、㈲太田水道工務店

14 浄化槽 29-3 工事 長田産業㈱ 3,030,000 3,060,000 H29.8.25 ～ H29.11.30 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

4 道志小中学校駐車場整備工事 ㈱佐藤工業所 8,480,000 8,630,000 H29.10.13 ～ H29.12.25 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所

18 農産物貯蔵施設建設工事（建築主体工事） 長田産業㈱ 18,200,000 18,760,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、川上建設㈱、
㈱梶原工業所、㈱栄真工業

19 農産物貯蔵施設建設工事（貯蔵庫等機械設備整備） 共信冷熱㈱ 4,880,000 7,420,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 ㈱日新厨房企画、共信冷熱㈱、富士冷熱㈱、
山梨パナソニックシステム㈱、㈱トーレイ

24 道志地区鳥獣害防除施設設置工事（第１工区） ㈱佐藤工業所 8,000,000 8,300,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所

25 道志地区鳥獣害防除施設設置工事（第２工区） ㈲渡辺工務所 13,050,000 13,170,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所

26 道志地区鳥獣害防除施設設置工事（第３工区） 渡建工業㈱ 7,500,000 7,700,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所

27 道志地区鳥獣害防除施設設置工事（第４工区） 志村工業㈱ 4,670,000 4,730,000 H29.11.9 ～ H30.2.28 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所

 委託
委託
番号 委託名 落札者 落札金額 予定価格 委託期間 指名業者

10
道志小中学校グラウンド・
防球ネット整備工事設計
監理業務委託

一級建築士事
務所佐藤設計
企画室

1,997,000 2,090,000 H29.4.25 ～ H29.8.31
一級建築士事務所、佐藤設計企画室、㈲団
設計、佐藤一級建築士事務所、㈲新興建設
設計事務所、渡辺一級建築士事務所

11 浄化槽保守点検業務委託
（長又地区～中神地地区） 長田産業㈱ 3,850,000 3,856,000 H29.4.25 ～ H30.3.28 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

12 浄化槽保守点検業務委託（東
神地地区～東和出村地区） ㈱佐藤工業所 3,220,000 3,248,000 H29.4.25 ～ H30.3.28 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

13 浄化槽保守点検業務委託
（竹之本地区～月夜野地区） ㈲佐藤設備 3,799,000 3,816,000 H29.4.25 ～ H30.3.28 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

14 村道道坂線舗装改良測量設計業務委託
三和エンジニ
アリング㈱ 1,200,000 1,250,000 H29.4.25 ～ H29.6.30 第一測量㈱、パイロット測量設計㈱、東和測量

設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱OMT

25 農道大指下線開設工事測量設計業務委託 ㈱OMT 6,700,000 7,460,000 H29.6.23 ～ H29.10.31 HAMADA合同会社、パイロット測量設計㈱、東和
測量設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱OMT

26 農産物貯蔵施設建設工事設計監理業務委託 ㈲団設計 1,920,000 2,500,000 H29.6.23 ～ H30.2.28
一級建築士事務所、佐藤設計企画室、㈲団
設計、佐藤一級建築士事務所、㈲新興建設
設計事務所、渡辺一級建築士事務所

32 平成 29 年度道志村地籍調査事業業務委託 陸地測量㈱ 1,800,000 1,890,000 H29.6.23 ～ H30.3.31 陸地測量㈱、国土情報開発㈱、㈱リナン、
東洋測量設計㈱、第一測量㈱

33 神地向用水路改修工事測量設計業務委託 東和測量設計㈱ 4,050,000 4,208,000 H29.7.29 ～ H29.10.31 HAMADA合同会社、パイロット測量設計㈱、東和
測量設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱OMT

37 長又用水路改修工事測量設計業務委託
パイロット
測量設計㈱ 4,600,000 4,700,000 H29.7.29 ～ H29.10.31 HAMADA合同会社、パイロット測量設計㈱、東和

測量設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱OMT

38 善之木ポケットパーク公衆トイレ設計業務委託 ㈲団設計 1,260,000 1,266,700 H29.7.29 ～ H29.9.30
一級建築士事務所、佐藤設計企画室、㈲団
設計、佐藤一級建築士事務所、㈲新興建設
設計事務所、渡辺一級建築士事務所

 物品
契約
番号 契約名 落札者 落札金額 予定価格 契約期間 指名業者

2 野原防災コミュニティセン
ター備蓄品整備 東八防災㈱ 863,165 1,340,000 H29.5.27 ～ H29.7.31 三和防災㈱、㈲フジヨシ、㈲井出デバリ商

店、東八防災㈱、㈱東ポン商会

3 道志村消火栓格納箱等
物品購入 東八防災㈱ 1,171,100 1,700,000 H29.5.27 ～ H29.7.31 三和防災㈱、㈲フジヨシ、㈲井出デバリ商

店、東八防災㈱、㈱東ポン商会

4 防災備蓄倉庫備品整備 三和防災㈱ 2,139,500 3,200,000 H29.7.29 ～ H29.9.30 三和防災㈱、㈲フジヨシ、㈲井出デバリ商
店、東八防災㈱、㈱東ポン商会

問い合わせ　総務課☎ 52-2111



広報どうし 444 号（9）

くらしの情報　〈村から〉

村民ゴルフ大会　社会福祉事業へ寄付金 住民健康課

☎ 52-2113

　道志村民ゴルフ大会実行委員会は、10月 15日（日）に大月市のゴルフ場において、第 27回村民
ゴルフ大会を開催しました。この大会は、村民の親睦と友好を図るとともに、スポーツを通じて健康
づくりを図ることを目的に毎年秋に実施されており、今年は 80人の参加がありました。
　実行委員会では、18ホール中にチャリティーホールを設け、集まった 7万円を道志村社会福祉協
議会へ寄付しました。社会福祉協議会では、この寄付金を地域の社会福祉事業に有効に活用すること
としています。

道志みち交通量調査結果 ふ る さ と 創 生 推 進 室

☎ 52-2114

　村では、国道 413 号と県道都留～道志線の交通状況の把握をすることを目的として、毎年５月、
８月、11月に道志みちの交通量調査を行っています。
本年度も 11月３日（金）に水源の郷やまゆりセンター前において調査を行いました。結果は次の
とおりです。

　道志みちを利用するバイクや自転車の台数が、年々増加しています。お車を運転されるときや国道
付近を歩く際は十分にご注意ください。
　今後も定期的に調査を行い、道志村内の道路交通状況の実態把握に努めて参ります。

平成 29 年度「年末の交通事故防止県民運動」の
実施について

総　務　課

☎ 52-2111

　12月 1日（金）～ 12月 31日（日）までの 31日間、「年末の交通事故防止県民運動」が実施されます。
　これから迎える年末は、交通渋滞が起こりやすく、日暮れが早くなる等、諸々の要因などから交通
事故の多発が懸念されるところであります。一人ひとりが交通安全意識の高揚を図り、交通ルールの
遵守と正しい交通マナーの実践を徹底し、交通事故を防ぎましょう。

〇重点目標
　・飲酒運転の根絶
　・早めのライト点灯・上向きライト活用の徹底と反射材使用の推進
　・高齢者と子供の交通事故防止

山中湖方面へ 4,500 台
相模原方面へ 2,983 台
合　計 7,483 台

都留方面へ 501 台
道志方面へ 636 台
合　計 1,137 台

国道 413 号 県道都留～道志線

※台数は、午前 7時～午後 7時までの 12 時間における乗用車、バス、貨物、バイク、自転車をカウントしたものです。



平成 29年 12月１日（10）

くらしの情報　〈村から〉

県心身障害者自動車燃料費助成金の受付が始まります 住民健康課

☎ 52-2113

助成対象者（①、②に該当）
①障害の程度
　・身体障害者手帳（１・２級）　・療育手帳（Ａのいずれか）　・戦傷病者手帳（特別・第１・２項症）
②自動車税・軽自動車税の減免措置（県内ナンバーの自動車が助成対象です。）
受付期間　平成 30年１月４日（木）～２月９日（金）まで（郵送は２月９日（金）消印まで有効）
受付会場及び日時［各会場とも 10時～ 15時まで］
・県富士吉田合同庁舎２階大会議室　１月９日（火）、25日（木）
・上野原市役所　１月 10日（水）
・富士河口湖町役場　１月 12日（金）
・富士吉田市民会館　１月 16日（火）
・いきいきプラザ都留　１月 18日（木）
・大月市総合福祉センター　１月 23日（火）
請求書用紙の入手方法
　市町村福祉担当課の窓口で受領又は富士・東部保健福祉事務所のホームページから印刷
問い合わせ　富士・東部保健福祉事務所　福祉課　☎ 0555-24-9047

農業用廃プラスチック収集について 産業振興課

☎ 52-2114

　農業用廃プラ（使用済みのマルチビニールやポリフィルムなど）は、「廃棄物の処理および清掃等に関す
る法律」によって排出者である農家自らの責任において処理することが義務づけられています。
　この法律では、農業用廃プラをみだりに捨てたり、野焼きをしたりすると罰せられます。村では、
これまでも農業用廃プラの再利用を目的に収集しており、貴重な資源のリサイクルに寄与しておりま
す。次の注意事項をよく読んでルールを守りご協力ください。（分類Ⅱについては有料の専用回収袋が必要
となります。）

農業用
廃プラスチック
回収分類表

分類Ⅰ 農ビ・ポリ・クサビ・肥料袋・育苗箱・苗ポット・ポリ花鉢など

分類Ⅱ
防鳥ネット等・マルチ類・ブルーシートなど
※農協から処理代として回収袋（1袋 500 円）を事前に購入してください。回収袋に入れ
てないものについては収集いたしません。

◎農業用廃プラは、役場前収集場所に指定日の７時～ 10時までに出してください。それ以外の時間は出さないでください。◎廃プラは、
塩化ビニール、ポリエチレン系などの性質が違うので、種類ごとに分別して束ねてください。処理機械の故障の原因となりますので、土
砂は除去し、ゴミや金物などの異物は絶対に入れないでください。◎梱包（荷造り）する時、分類Ⅰは 10～ 15ｋｇ程度にして、2箇所
又は十字にヒモで結束してください。分類Ⅱについては、農協で回収袋を購入してそれに入れて出してください。

収集日以外には絶対
出さないでください！！

収集場所：役場前　　収集日：12月 6日（水）　7時 ～ 10時　
次回収集予定：来年 7月頃を予定しています　

 お詫びと訂正
　広報どうし 11月号でご紹介いたしました、固定資産評価審査委員の村田幸家さんのお名前に誤記
がございました。謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。



広報どうし 444 号（11）

くらしの情報　〈その他〉
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ッ
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み
ん
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マ
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だ
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中
力
や
想
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け
ま

し
ょ
う
！
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：
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〜
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対
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Ｓ
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１
６
６
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融
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対
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き
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す
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」
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た
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く
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、
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だ
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。

〔
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送
大
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4
月
生
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せ

○
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大
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は
、
平
成
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年
度
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1
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の
学
生
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○
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。
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○
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。

○
全
国
に
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と
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セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
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、
サ
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ル
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動
な
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○
資
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差
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ま
す
。

お
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に
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下
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い
。

○
出
願
期
間
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、
第
1
回
は
２
月
28
日
ま

で
、
第
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は
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20
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で
。
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ま
す
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年
末
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迎
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か
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の
時
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、

交
通
量
の
増
加
や
道
路
の
混
雑
、
心
理
的

な
慌
た
だ
し
さ
、飲
酒
の
機
会
の
増
大
等
、

交
通
事
故
の
要
因
が
重
な
り
が
ち
で
す
の

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
没
の
時
刻
も
早
い
の
で
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
自
転
車
利
用
者
は
「
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
」
を
心
が
け
、
歩
行
者
は
明
る
い
服

装
で
反
射
材
を
利
用
す
る
等
の
工
夫
を
し

て
、
お
互
い
に
「
見
落
と
し
」
や
「
発
見

の
遅
れ
」
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
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ま
た
、
二
輪
車
は
重
大
事
故
に
つ
な
が

り
や
す
い
の
で
、
見
通
し
の
悪
い
場
所
等

で
は
速
度
を
控
え
、
思
い
や
り
運
転
を
こ

こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
期
間
：
12
月
１
日（
金
）〜
31
日（
日
）

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
：「
乗
せ
る
の
は　

き
み

　

の
宝
（
か
ぞ
く
）
と
そ
の
未
来
（
あ
し
た
）」

・
問
い
合
わ
せ
：
県
交
通
政
策
課　

　

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
３
５
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５

－

２
２
３

－

１
３
３
５

●
山
梨
県
精
神
科
救
急
受
診
相
談

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
で
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
早
急
に
精
神
科
治
療
が
必
要
な
方
を

対
象
と
し
て
、
24
時
間
体
制
で
電
話
に
よ

る
受
診
相
談
に
応
じ
、
救
急
医
療
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
に
医
療
機
関
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
利
用
で
き
る
方
：
早
急
に
精
神
科
治
療

　

が
必
要
な
方

・
相
談
方
法
：
電
話
相
談

・
相
談
時
間
：
24
時
間

・
☎
：
０
５
５
１

－

20

－

１
１
２
５

・
相
談
費
用
：
無
料

・
そ 

の 

他
：
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

　

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
：
県
障
害
福
祉
課

　

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
９
５　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
６
４

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
11
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
少
量
で
も
感
染
し
、

食
べ
て
か
ら
１
〜
２
日
後
に
嘔
吐
や
下
痢

等
の
胃
腸
炎
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

下
痢
等
の
症
状
は
１
〜
２
日
で
治
ま
り
ま

す
が
、
通
常
１
週
間
程
度
、
長
い
と
き
に

は
１
ヶ
月
程
度
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
排
泄
が

続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、
調

理
す
る
人
か
ら
食
品
へ
の
二
次
感
染
を
原

因
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
て
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
方
法

・
食
品
を
取
り
扱
う
と
き
、
ト
イ
レ
使
用

　

後
、
汚
物
の
処
理
後
な
ど
は
し
っ
か
り

　

手
を
洗
う

・
で
き
る
だ
け
食
品
の
生
食
を
避
け
、
加

　

熱
す
る
場
合
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
火

　

を
通
す
（
85
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
の
加
熱

　

で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
死
滅
）

・
調
理
器
具
の
洗
浄
消
毒
（
煮
沸
消
毒
や
塩

　

素
消
毒
が
有
効
）

・
吐
物
や
排
泄
物
を
処
理
す
る
と
き
は
、

　

ウ
イ
ル
ス
が
周
囲
に
拡
散
し
な
い
よ
う

　

注
意
す
る

・
問
い
合
わ
せ
：
県
衛
生
薬
務
課

　

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
８
９　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
９
２

●
農
業
者
の
皆
様
へ

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的

に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、

個
人
の
場
合
、
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で

に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認

申
請
書
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
と
は
、
自
然
災
害
に
よ

る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な

ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕

組
み
で
す
。
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済

や
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
の
類
似
制
度
に
つ
い

て
は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
加
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
者

が
基
本
で
す
が
、
青
色
申
告
（
簡
易
な
方

法
を
含
む
）
の
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加

入
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

・
提
出
書
類
：
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認

　

申
請
書

・
提
出
期
限
：
平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）

・
提
出
場
所
：
管
轄
の
税
務
署

・
問
い
合
わ
せ
：

　
（
所
得
税
の
青
色
申
告
に
関
す
る
こ
と
）　

　
　

管
轄
の
税
務
署

　
（
収
入
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と
）

　
　

山
梨
県
農
業
共
済
組
合　

　
　

☎
０
５
５

－

２
２
８

－

４
７
１
１

☎
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●
冬
期
の
運
転
は
事
前
の
情
報
収

集
と
早
め
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装

着
を
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
で
は
、
積
雪
や
路
面
の
凍
結
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散
布

や
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
安
全
に
走
行
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
刻
一
刻
と
路
面

状
況
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
常
に

万
全
な
冬
装
備
と
慎
重
な
運
転
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

・
お
出
か
け
前
に
利
用
す
る
道
路
の
状
況

　

や
気
象
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
道
を
利
用
す
る
場
合
は
、
タ
イ
ヤ

　

チ
ェ
ー
ン
等
の
装
備
品
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
リ
ッ
プ
は
突
然
発
生
し
ま
す
の
で
、

　

車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
、
心
と
時

　

間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
坂
道
や
カ
ー
ブ
、
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル

　

出
入
口
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
期
の
安
全
運
転
は
、
出
発
前
の
準
備

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
県
道
路
管
理
課

　

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
６
９
５　
　
　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５

－

２
２
３

－

１
６
９
９

診 療 所 だ よ り
　早いもので、今年も残すところ一か月を切りました。日に日に寒さが身に染みるこの時期、体調管理
は大丈夫でしょうか？
　さて、先月号では風邪の診断や治療について少し触れました。今回はその予防について少し書きます。
もっとも、一部は昨年の 12月号で書いたものの引用ですが。。
　風邪（インフルエンザやノロウィルスなども）は飛沫感染や接触感染でうつります。くしゃみ／鼻水・咳・
嘔吐／下痢等により、目に見えないウィルスが周囲の空気中を漂ったり、ホコリや壁や床、衣類や寝具、
タオルなどに付着します。それが知らないうちに主に口や鼻から侵入して感染します。知らず知らずの
うちに自分の手に付着したウィルスを、無意識のうちに自分の口や鼻へと運んでしまって感染すること
が非常に多いのです。したがって、頻繁な手洗い（流水で十分です）やマスク着用がもっとも有効な予防
手段になります。マスク着用は、くしゃみや咳でウィルスを周囲にまき散らすことをある程度防ぐとと
もに、飛沫やほこりを直接吸い込んでしまうことやウィルスの付着した自身の手が直接口元に触れるこ
とを防ぐ効果もあります（よほど特殊なマスクでなければウィルスの濾過は期待できません）。状況によっては使
い捨ての手袋の使用も有用です。ここまで、あえて「うがい」と書きませんでしたが、イ○ジンやノド
△―ルなどによる「ノドの消毒」はむしろ害になるケースが多いことがしばらく前からわかっています。
水道水やほんの少しだけ塩を溶かした水やぬるま湯でのうがいをお勧めします。ノドや鼻の粘膜が冷え
たり乾燥すると、局所の抵抗力が低下し、感染しやすくなります。いざ感染してしまってからのうがい
はほとんど意味を持ちません。加湿器の上手な利用（こまめな管理は大変重要）も有用です。この観点から
もマスクは有用です。
いまどきは「ネット」でもいろいろな情報が得られますので参考にしてみてください。

診療日　月・火・水・金／木・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　歯科診療所より

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ごろ
まで胃カメラ検査になります。
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診療
となり、血液検査は出来ませ
んのでご了承ください。
・第二・第四土曜日は休診です。

12 月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

12/1 12/2
午前中のみ診療

12/3 12/4 12/5
午前：胃カメラ

12/6 12/7
午前中のみ診療

12/8 12/9
休診

12/10 12/11 12/12
午前：胃カメラ

12/13 12/14 12/15
乳幼児健診
14時～ 15時

12/16
午前中のみ診療

12/17 12/18 12/19
午前：胃カメラ

12/20 12/21
午前中のみ診療

12/22 12/23
天皇誕生日

12/24 12/25 12/26
午前：胃カメラ

12/27 12/28 12/29
休診

12/30
休診12/31
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♬
12
月
の
﹁
歌
の
会
﹂

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

　
「
歌
の
会
」
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ

せ
て
、
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
童
謡
な
ど
、
心

懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い

で
下
さ
い
。

◎
日
程

5
日
（
火
）、
6
日
（
水
）、
7
日
（
木
）、

11
日
（
月
）、
12
日
（
火
）、
15
日
（
金
）、

20
日
（
水
）、
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）、

25
日
（
月
）

※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

　

☎
52
―
２
１
１
３　

12
月
の

つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

日
時　
　

12
月
7
日
（
木
）
10
時
〜
14
時

場
所　
　

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師　
　

栄
養
士　

長
田
文
江

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

持
物　
　

参
加
の
お
子
さ
ん
の
数
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
５
０
０
円
相
当
と
し
、
参
加
者
の
誰
に
届

く
か
は
お
楽
し
み
で
す
。
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ

ー
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
！

　

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保
育

所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
、
集

団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

　

☎
52

－

２
１
１
３

◎
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
す
！

　
今
年
は
乳
幼
児
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を

　
学
び
ま
し
ょ
う
。

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時　
　

12
月
21
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

学
童
保
育
所
「
ど
う
し
っ
こ
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　

ベ
ビ
ー
、
キ
ッ
ズ
、

　
　
　
　

マ
マ
さ
ん
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
身
体
を
動

か
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

   

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し

協
力

隊 55

10
月
は
上
旬
か
ら
毎
週
の

よ
う
に
雨
で

な
か
な
か
作
業
が
は

か
ど
ら
な
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
。台
風
も
２
週
続
き
で
や
っ

て
き
て
、
畑
や
ハ
ウ
ス
が
水
浸
し
に
な

り
ま
し
た
。
道
志
川
の
水
も
多
い
状
態

が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
11
月
の
最
初
の
連
休
ご

ろ
か
ら
天
気
も
回
復
し
、
食
用
菊
の
販

売
も
復
調
し
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

横
浜
の
お
祭
り
で
も
多
く
の
人
に
食

用
菊
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い

ま
す
。 

（
抱
井
昌
史
）

今
年
も
あ
っ
と
い

う
間
に
、
朝
の

冷
え
込
み
が
氷
点
下
を
下
回

る
極
寒
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
６
月
に
植
え
た
４
種
類
の
さ

つ
ま
い 

も
（
安
納
芋
、
紅
は
る
か
、
紅
あ

づ
ま
、
パ
ー
プ
ル
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
）
は
収

穫
を
終
え
て
、
部
屋
の
押
し
入
れ
に
大

事
に
収
納
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
さ
つ

ま
い
も
は
、
自
作
の
ド
ラ
ム
缶
焼
き
機

で
石
焼
き
芋

に
し
て
販
売

し
て
い
き
ま

す
。

ど
う
も
、
七
瀧
で
す
。

11
月
に
入
り
か

な
り
気
温
が
下
が
っ
て
き

ま
し
た
。
秋
の
う
ち
に
落
ち
葉
を
か

き
集
め
て
、
来
年
用
の
植
物
性
堆
肥

作
り
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
早
い

時
期
か
ら
野
菜
が
で
き
る
よ
う
に
、

温
床
作
り
に
も
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

冬
の
間
に
畑
に
小
屋
を
建
て
た
り
、
来

年
か
ら
の
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（
七
瀧
佳
至
）

（
鳥
澤
拡
太
）
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　皆さん、こんにちは。移住支援センターの大野志乃です。
　今月から広報で道志村移住支援センターの取り組みの記事を掲載する事になりました。
　どうぞよろしくお願いします。
　まずは、４名のスタッフを紹介致します。

代表：大野航輔　全体の総括、空き家物件調査、ＨＰ担当、移住セミナーへの出展など
副代表：大野志乃　移住相談窓口、来村者対応、ツアー企画、運営、冊子作成、セミナー出展など
企画・運営：千々輪美紀　副代表補佐、ツアーの企画、運営、来村者対応など
土地物件調査：橋本政博　土地物件調査、移住者対応など

　昨年９月に村の委託業務としてスタートしました。村の人口対策の一環として掲げられた、「道志
村に移住者を積極的に呼び込み、人口減少に歯止めをかける」ために住む家の情報収集や道志村の魅
力を発信するためのツアー企画、運営、移住希相談会への出展、来村者の対応、村の生活・仕事の紹
介冊子制作、など行っています。
　私たちが携わった中で、２組の移住者が決定しました。移住後も様々な相談を受けながら共に村で
生活を送る仲間として、「道志村に来て良かった！」と言って下さり、スタッフはその言葉にいつも
支えられながら活動しています。
　村でも空き家バンク制度が整い、ＨＰからのアクセスも増えており、そこから物件見学でいらっしゃ
る方も月一度くらいの頻度であります。現在は役場の方々と一緒に移住者を受け入れる体制づくりを
しながら業務にあたっています。
　今後はもっと、村の持っているパワーを前面に出し
た活動をしたいと思っています。１年間活動した中で、
私達だけでは出来ることに限りがあることを実感して
います。今後は役場の皆さんはもとより、村民の皆さ
んと一緒に移住者を受け入れていきたいと考えており
ますので、ご支援ご協力の程どうぞよろしくお願い致
します。
　早速ですが、ご協力頂きたいのが、空き家物件の情
報です。もし物件の情報がありましたら、移住支援セ
ンター「DO・SHIFT!」にご連絡頂けたら嬉しいです。

道志村移住支援センター「DO・SH I F T !」

〒 402-0200 道志村 6889-2　（株）リトル・トリー内
　（農産物直売所ＭＡＴＯＢＡ横の小さな事務所です）
☎ 56-9676 （090-7637-1980）
ＨＰ：https://www.do-shift.com/
　フェイスブックもやってます。

道志村に移住者を呼ぼう！

中央下　大野航輔
左より　千々輪美紀、大野志乃、橋本政博

① ～道志村移住支援センター
　「DO・SHIFT!」の活動について
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道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

■保育所とつぼみっことの合同事業

　サツマイモ掘りが楽しく出来ました！

■やまゆりベーカリー手作りパン教室

■第 28 回三村合同ふれあい運動会■和出地区「お茶飲み会」

　　口の健康について学びました！

　10月 27日（金）に保育所とつぼみっこくらぶとの
合同事業である秋のサツマイモ堀りがようやく実施出
来ました。２週間続いた台風の影響で、日程の変更を
行いましたが、当日は前日から晴天に恵まれどの子も
一生懸命大きなイモを掘り出していました。
　保育所の先生からおイモ掘りの紙芝居を読んでいた
だいたり、帰りは山口博康夫妻とジャンケンをしたり
とイモ堀りを中心に村内の乳幼児で楽しいひと時を過
ごせました。毎年おイモを作って頂いている山口博康
夫妻、準備を手伝っていただいた地域お
こし協力隊、育児ボランティアの方々、
本当にありがとうございました！！

　11 月 8 日（水）・11 月
15 日（水）水源の郷やま
ゆりセンター調理室におい
て、平成 29 年度　やまゆ
りベーカリー手作りパン教
室が実施されました。
　竹下五月さん、加藤千嘉
さんを中心に 9月に 1回、
10 月 に 2 回、11 月 に 2
回の計 5回実施し、各回約
10 名が参加し、10 種類の
パン作りにチャレンジしま
した。
午前中の短い時間の中、

参加者同志で協力し合いな
がら焼き上げたパンをみん
なで試食し、和気あいあい
とした和やかな教室になり
ました。　　　　　　　　　　

　山中湖村・鳴沢村・道志村の三村合同ふれあい運動
会を 11 月 14 日（火）道志村やまゆりセンターにて
実施しました。運動教室参加者など三村で約 60名が
参加し、障害物競争・うちわサッカー・カードでこと
ば探し・輪ゴムわたし・パン食い競走などの競技を行
いました。他村の参加者との交流を深めると同時に笑
いがあふれる時間を過ごしました。

　和出地区公民館において 11 月 1 日（水）14 時か
らお茶飲み会が行なわれました。今月は常盤歯科衛生
士より虫歯や歯周病の原因や全身にもたらす悪影響や
その予防、正しい歯磨きの仕方、歯間ブラシの正しい
使用方法、唾液分泌マッサージについて指導が行なわ
れました。口の健康を理解し 8020 を目指して日ごろ
からみなさんが取り組んでいただけたらと思います。
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道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

■第 8 回やまゆりセンターまつり開催

■硬式空手円空会 ■第 1 回 NewSports 教室‘ふらばーる’編

■五感の集い（秋）音楽と星空の夕べ

　10月 28 日（土）から 11月 5日（日）まで水源の
郷やまゆりセンターにおいて、第 8回やまゆりセン
ターまつりが開催されました。
期間中は、村内で作品制作を行っている住民の作品

を展示し、11 月 3日（金）文化の日には、村内で活
動する団体による芸能発表を行いました。芸能発表当
日は、道志村商工会女性部のご協力により参加者に対
し、昼食の無料提供がありました。また、道志村社会
福祉協議会の福祉バザーも開催され、多くの方にご来
場いただき、会場は大いに賑わいました。

　10月 29日（日）大月市立東中学校多目的ホールに
おいて開催された大月市空手道選手権大会、11月 12
日（日）厚木市荻野体育館で開催された日本総合武道
無名塾大会では、円空会で参加した選手達が輝かしい
成績をおさめました！おめでとうございます！！
大月市空手道選手権大会
男子小学 5年組手の部・・優　勝　山本摩也　君
男子小学 3年組手の部・・準優勝　山本千莉　君
男子小学 1年組手の部・・第３位　佐藤結友　君

日本総合武道無名塾大会
女子小学 1・2年組手の部・・優　勝　水越三代　さん
　準優勝　池谷圭胡　さん　　第３位　佐藤杏奈　さん

　11月 10日（金）旧道志小学校体育館において、道
志村スポーツ推進委員会主催の平成 29 年度第 1 回　
NewSports 教室 ‘ ふらば～る ’ 編が開催されました。
　‘ ふらば～る ’ は、2 チーム（各チーム 5名）に分
かれて変形したビニール製のボールで対戦するバレー
ボールに似たニュースポーツです。ボールが飛んでい
く方向が予測できないため、参加者みんなで笑いなが
ら競技を楽しみました。
道志村スポーツ推進委員会では、村民の交流、体

力・健康の保持を目的とした行事を今後も予定してい
ます。皆様のご参加をお待ちしております。　　　　　　　　　　

　10月 28日（土）水源の郷やまゆりセンターにおい
て、秋の五感の集いが開催されました。教育委員会で
は生涯教育の一環として、春・夏・秋・冬の年 4回 ‘ 五
感の集い ’ を開催しています。秋の五感の集いは、今
回で 16回目の開催です。今回から牛山さん撮影の道
志村星空写真をコレクションフォトカードとして、ご
参加いただいた方に配布させていただきました。演奏
会は、ピアニスト細

ほそかわちはる

川智美さん、ヴァイオリニスト
川
かわぐちたかし

口尭史さん、自然写真家牛山俊男さんをお招きし、
牛山さんの ‘ 満天の星景色 ’‘ オーロラの絶景 ’‘ 月灯り
の世界 ’ についての写真、講演に合わせて細川さん、
川口さんの演奏が加わり、すばらしい会になりました。



お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

　

中
神
地　

山
口　

悠
李
ち
ゃ
ん

届
出
人　

山
口
秋
一

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

　

月
夜
野　

井
沢　

よ
ね
子
さ
ん   　

95
歳

（
10
月
届
出
）

慶

弔

Ｈ 29.11. １現在　世帯数：624 世帯　人口：1742 人（男：878 人　女：864 人）※外国人住民含む

発行　道志村役場 〒 402-0209 山梨県南都留郡道志村 6181-1
TEL 0554-52-2111(代 )　FAX 0554-52-2572　URL http://www.vill.doshi.lg.jp/

この広報紙は、環境に配慮して
植物油インキを使用しています。

わが家のアイドル
山
口
　
日ひ
な
こ

菜
子
ち
ゃ
ん
（
中
神
地
）

　

平
成
28
年
11
月
22
日
生

　

父　

博
信
さ
ん　

母　

咲
子
さ
ん

道志中学校学校だより　

都留支部新人体育大会

　新人体育大会は、各部とも２年生が中心となり、はじめての公式戦です。道志中の先輩達の熱い思いを受け継ぎ、

最後まであきらめない気持ちで試合に臨みました。

　・野球部　優勝（県大会ベスト８）

　・卓球部　男子団体　優勝

　　　　　　男子個人　２位　佐藤瑠飛

　　　　　　　　　　　３位　佐藤史弥

　　　　　　女子個人　１位　水越　楓　

　　　　　　　　　　　２位　杉本美羽

　・ソフトボール部　県大会ベスト８

村中に菊の大輪開く

　６月から山口一成さん

（神地地区）の指導のもと、

３年生が菊栽培を行いまし

た。10 月には見事に咲い

た菊の大輪を、やまゆりセ

ンターや診療所など村内施

設９箇所に並べ、多くの方

に楽しんでもらえました。

第１回小中合同マラソン強歩大会

　小中一体型校舎となり、はじめての小中

学校合同行事となった本大会。コースも危

険な国道を避け、中学校～的様～大屋駐車

場の 11km と一新しました。厳しい坂道も

乗り越え、全員完走することができました。

　男子１位　水越　悠　　２位　加藤理大　

　　　３位　山口愛矢

　女子１位　山口　葵　　２位　渡辺　楓　

　　　３位　山本ゆい

ミョウガの赤い実

東和出村地区 菅谷孝義さん ねーねが大好き！

いつも遊んでもらってご機嫌だよ♪

季節のお便り


